
　(令和５年度～令和12年度版 )
豊かな心を育むひまわりプラン

豊かな心を育む
　「豊かな心」とは、自分らしく自由に、他者と分かち合いながら、しなやかに、たく
ましく、おだやかに、よりよく生きようとする心です。
　自分の存在が認められること。世界の美しさや不思議さ、人々がこれまで築いてきた
価値の尊さに感動すること。地に足をつけ、自分のこととして考えること。共に手を取
り合いながら行動し、自分や周りの人々、物事がよりよくなること。できることが増え
ていくこと。このような経験の積み重ねで、「豊かな心」は育まれていきます。

心は行動に
　心は見えませんが、行動にあらわれます。子どもたちの日々の行動に、私たちは「豊
かな心」のあらわれを見ることができます。
　興味をもって学ぶ。自然や芸術に感動する。科学や歴史を究めようとする。困難にめ
げずに立ち直る。困っている人を助ける。あやまちを正そうとするなど。私たち大人は、
子どもの日々のふるまいから、「豊かな心」の芽生えを見つけ、大切に育み、一人一人
にその子らしい花を咲かせてあげたいと思います。

　「豊かな心を育むひまわりプラン」が最終的に願うのは、一人一人が伸びやかに
そして周りの人々とともに前向きに幸せに生きることです。

ひまわりプランの願い

座間市教育委員会

副読本「郷土の先人に学ぶ」
　平成 23 年度から「豊かな心を育むひまわりプラン」の一環として、座間市にゆかりのある人の中
から「めざす大人」の実際の例としてふさわしい人々を選び、その人々の「豊かな心」を紹介する副
読本を作成してきました。これまでに7名を紹介する副読本を作成し市内の小中学校の全児童生徒に
配付するとともに、学校では道徳等の授業で活用しています。ふるさと座間の先人の志や生き方を引
き継ぎ自分自身の心を豊かに発展させてほしいと願っています。

【 鈴木　利貞 】　教育者（1882～ 1938）
題名「心豊かな教育を目指した幼年会」
　鈴木利貞さんは、子どもの自立を促す「幼年会」をつくりました。年長者をリーダーとして年少者
の指導にあたらせるなど、人づくり、地域づくりなどの点から日本教育史上高く評価されています。
幼年会で子どもたちが約束した「柿の木の下の誓い」は、現在の「ざまっ子八つの誓い」に発展しました。

　国立相模原病院の医長だった庵政三さんは、昭和２１年に、狭い自宅で医院を開きました。
貧しい人々のために低料金で診察し、夜中でも往診しました。そんな庵医師を記念する胸
像が、多くの人々の献金により市民健康センターの玄関わきにつくられました。

【 庵　政三 】　医師（1901～ 1971） 
題名「地域医療に尽くして」

【 高松　ミキ 】教育者（1899～ 1941）
題名「座間村女子青年会を育てる」
　幼年会で育った高松ミキさんは、女子青年の教育に愛と情熱を注ぎ、一人一人の心に行き届
いた活動により女子青年の意識を高め、自ら向上するよう導きました。「女子青年会」は昭和 2
年には文部大臣表彰を受け、全国から視察に来るほど評判となりました。

　アメリカでホテルを経営していた村上ミキさんは、昭和２６年に故郷の座間を訪れ、子ど
もたちのために多額の寄付をしてくれました。当時、設備の足りなかった小学校では、ピアノ、
図書、ノートなどを買うことができました。飴玉も送ってくれました。

【 村上　ミキ 】　実業家（1878～ 1955）
題名「未来を子どもたちに託して」

【 本多　愛男 】　元市長（1925～ 2006）
題名「大凧まつりを未来へ」
　青年団リーダーだった本多愛男さんは、戦時中に一時中断していた大凧揚げを真っ先に再
開させました。高度経済成長期に入り、凧の作り手、綱の引き手が減り、大凧揚げの場所の
確保も難しくなる中、熱意をもって座間の大凧の伝統を守り抜きました。

　大矢弥市さんは栗原村の大地主であり、農産物を扱う商人でした。教育にも熱心であり、
黒船来航により激変する未来を予見して、私財を惜しまず、栗原に学校をつくろうと思いま
した。そんな弥市の遺志は孫に受け継がれ、実現しました。

【 大矢　弥市 】　豪農・廻船商（1834～ 1913）
題名「弥市、黒船を見て学校を作る」

【瀬戸　吉五郎 】　実業家（1868～ 1944）
題名「座間の生糸を世界へ」
　養蚕農家に生まれた瀬戸吉五郎さんは、自ら研究して良い生糸の繭をつくる蚕の品種「座
間ブランド」の開発に成功し、生糸の生産を向上させました。明治４２年には日本の生糸の
輸出量は世界一位となるなど日本の近代化を支えました。

　※　二次元コードから、教育研究所ホームページ内の副読本「郷土の先人に学ぶ」のデータを掲載している
　　ページが御覧いただけます。
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